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滑走路等の空港舗装の設計において舗装厚を左右するのは、航空機交通量と航空機荷重

ですが、我が国の空港舗装の設計で用いている交通量指標である設計反復作用回数の算出

方法については、文献に概要が記されているものの、換算係数の根拠がわかりにくくなっ

ていました。 

本資料では、設計反復作用回数の算出方法に関する文献を整理し、過去及び現行の設計

要領に掲載されている換算係数の根拠を明確にすることを目的として研究を実施しまし

た。また、車輪位置の換算方法について、換算係数を用いない方法による設計反復作用回

数を試算・分析しました。 
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